
　
東
京
電
力
福
島
第
１
原
子
力
発

電
所
事
故
か
ら

年
を
迎
え
る
直

前
、
「
原
子
放
射
線
の
影
響
に
関

す
る
国
連
科
学
委
員
会
」
は
、
事

故
に
よ
る
放
射
線
被
曝（
ひ
ば
く
）

量
や
健
康
へ
の
影
響
に
関
す
る
２

０
２
０
年
版
報
告
書
を
公
表
し
ま

し
た
。
同
委
員
会
の

年
版
以
降

の
知
見
を
追
記
し
た
も
の
で
す
。

　
本
委
員
会
は
、

年
代
初
頭
に

頻
繁
に
行
わ
れ
た
核
実
験
に
よ
る

健
康
影
響
を
世
界
的
に
調
査
す
る

た
め
に
、

年
に
設
置
さ
れ
ま
し

た
。
最
近
は
、
北
朝
鮮
以
外
で
核

実
験
が
行
わ
れ
る
こ
と
は
ほ
ぼ
な

く
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
放
射
線

が
人
や
環
境
に
及
ぼ
す
影
響
を
網

羅
的
に
調
べ
、
定
期
的
に
国
連
に

報
告
す
る
こ
と
を
主
な
ミ
ッ
シ
ョ

ン
と
し
て
い
ま
す
。

　
１
９
８
６
年
の
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ

リ
原
発
事
故
に
よ
る
被
曝
の
影
響

で
小
児
の
甲
状
腺
が
ん
が
増
え
た

と
結
論
づ
け
た
の
も
こ
の
委
員
会

で
す
。
国
際
原
子
力
機
関
（
Ｉ
Ａ

Ｅ
Ａ
）
な
ど
の
国
際
機
関
や
各
国

政
府
も
委
員
会
の
報
告
書
に
全
幅

の
信
頼
を
置
い
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
報
告
書
で
は
、

年
報

告
書
の
公
開
以
降
に
発
表
さ
れ
た

論
文
な
ど
を
追
加
で
分
析
し
て
い

ま
す
。
な
お
、
福
島
、
と
く
に
飯

舘
村
へ
の
支
援
を
続
け
て
き
た

「
チ
ー
ム
中
川
」
の
論
文
は

年

報
告
書
で
も
、
今
回
の
報
告
書
で

も
引
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

年
の
報
告
書
で
は
、
県
民
の

被
曝
線
量
を
推
計
す
る
際
、
デ
ー

タ
不
足
な
ど
の
理
由
か
ら
、
実
際

に
は
流
通
し
て
い
な
い
汚
染
食
品

を
食
べ
た
と
仮
定
す
る
な
ど
の
問

題
が
あ
り
ま
し
た
。
今
回
は
、
食

品
の
放
射
能
の
実
測
値
な
ど
、
新

し
い
デ
ー
タ
を
取
り
込
み
、
実
態

に
近
い
推
計
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
事
故
後
１
年
間
の

甲
状
腺
へ
の
平
均
被
曝
線
量
は
、

避
難
し
た
１
歳
児
（
も
っ
と
も
放

射
線
に
影
響
を
受
け
や
す
い
）
で

最
大

㍉

と
、

年
報
告
書
の

最
大

㍉

よ
り
は
る
か
に
低
い

数
字
と
な
り
ま
し
た
。

年
報
告

で
は
、

㍉

程
度
被
曝
し
た
小

児
が
多
け
れ
ば
「
が
ん
の
増
加
が

統
計
的
に
確
認
さ
れ
る
可
能
性
が

あ
る
」と
評
価
し
て
い
ま
し
た
が
、

今
回
は
そ
の
可
能
性
を
否
定
し
た

上
で
、
小
児
甲
状
腺
が
ん
が
２
５

０
例
以
上
発
見
さ
れ
て
い
る
の

は
、
約

万
人
が
受
け
て
い
る
超

音
波
検
査
に
よ
る
も
の
だ
と
結
論

づ
け
て
い
ま
す
。

　
全
身
へ
の
被
曝
線
量
（
実
効
線

量
）
も
下
方
修
正
さ
れ
、
県
の
大

人
全
体
で
平
均
５
・
５
㍉

以
下

と
報
告
し
て
い
ま
す
。

　
委
員
会
は
報
告
書
の
結
論
を
ズ

バ
リ
と
ま
と
め
て
い
ま
す
。
「
放

射
線
関
連
の
が
ん
発
生
率
上
昇
は

み
ら
れ
な
い
と
予
測
さ
れ
る
」
。

（
東
京
大
学
病
院
准
教
授
）

イラスト・中村　久美

「
発
生
上
昇
な
い
と
予
測
」　国
連
見
解


